
著者が語る講演会�第8回

講	
 師	
 :	
 郭	
 伝灝	
 氏

���ときに自分のバカな行動に痛感する。

�����ときに事故にも遭う… 

��よく寝れなかった。よく食べられなかった… 

����足を止ることはなかった。

�なぜならボクは独りの旅じゃなかった。

異国で多くの人たちに支えられ、ここまで歩いてこれた。

そして何より、厳しい自然と、出会った人たちに

『満足』と『感謝』の気持ちを教えてもらえた。
�����旅は終わっていない！

みんなからもらった分、

����今度はボクがみんなに返しに行くんだ…」

日　時 平成２３年１月１９日（水）

１５：３０～１６：３０

場　所 明木図書館　２階

　　主催・申し込み 萩市立明木図書館（0838-55-0314）
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氏プロフィール

一年中野宿しながら全国百余の学校や団体を訪問し、約１万の人と出会った。

地球人kaku ― 郭 伝灝。中国北京生まれ。山口県在住。

「旅は過酷なものだった。悪天候はもちろん、

����ときに肉体の限界で涙が出る。

でも、あきらめたくなかった。

一回、また一回自分を乗りこえてこぎ続けていた。

2010年4月に復職。現在、グループ管理本部総務課に勤務。

2002年に来日、東京の日本語学校から山口県立大学	
 国際文化学部に進学。

��夢もひとりの力で叶えるものじゃなかった。

ボクは本当に嬉しいんだ。

在学中、膝の病気をがまんしながら２度の自転車日本縦断を達成し、念願の「日本一周」を実現。

卒業後、おおすみグループに入社。翌年、会社の同意と協力を得て休職し、日本２周目「再会の旅」に出る。


